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木

図の よ う な グラ フ は 木と 呼ば れ る . も っ と 正
確に は ,閉路が 無く て 連結な (つ な が っ て い る )
グラ フ を木と 呼ぶ .

点の 数が n の 木の 枝の 本数は n − 1 で あ る . (な
ぜ か ?)

グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.2/61
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木 (続き )

木に お い て ,次数が 1 で あ る よ う な 点は 葉と 呼
ば れ る .

木に は 必ず 葉が 存在す る . (な ぜ か ?)
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有向木

図の よ う な 有向グラ フ を有向木と 呼ぶ . 有向
木で は 根と 呼ば れ る 1点以外 に は ちょ う ど 1本
の 枝が 入り ,根に は 入る 枝は な い .

v0

v0 が 根

グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.4/61
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有向木 (続き )

v0 v0

外 向木 内向木
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根付き 木

無向グラ フ と し て の 木を考え る . 1点を選ん
で , そ れ を根と 考え る こ と が で き る .

v0

根が 指定さ れ た木を根付き 木と 呼ぶ .

グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.6/61
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根付き 木 (続き )

v0を根と す る 根付き 木は , 外 向木 (ま たは 内向
木) と 考え る こ と も で き る .

v0

v0
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根付き 木 (続き )

v0を根と す る 根付き 木 (あ る い は ,有向木)を考
え る . v に 隣接す る 点で , v か らv0へ至る 道上
の 点に あ る 点をv

′ と す る .

v
′ は v の 親, v は v

′ の 子
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グラ フ 探索

あ る 点か ら出発し て ,グラ フ の 中を枝の 向き に
進みな が ら, 可 能な 限り 探索す る 方法
深さ 優先探索 (DFS)

幅優先探索 (BFS)

グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.9/61
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スタ ッ クと キュー

DFSに は スタ ッ クと 呼ば れ る デ ー タ 構造が , BFS
に は キュー と 呼ば れ る デ ー タ 構造が 用い られ る .
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スタ ッ ク (stack)

a

b

c

(a)

先に 入っ たも の (first-in)
が 後に 出る (last-out)

平積みに さ れ た本と 同じ
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キュー (queue)

a b c

(b)

先に 入っ たも の (first-in) が 先に 出る
(first-out)

銀行な ど の 窓口と 同じ

待ち行列と も 呼ば れ る
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深さ 優先探索
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DFS 12

a1

a2 a3

a4 a5

a6

a7

a8

a9

a10
v1

v2 v3

v4

v5

S

i=

1

4 3

2

5

a=

v=

w=

5

グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.35/61



幅優先探索

グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.36/61
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グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.40/61
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グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.43/61
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グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.48/61
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グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.49/61
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グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.52/61
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グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.53/61
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グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.54/61
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グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.55/61
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グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.58/61



深さ 優先探索の ちょ っ と し た応用

図の よ う な 迷路が 与え られ たと き に ,入口と 出
口への 道を見付け る ため に 深さ 優先探索を用い
る こ と が で き る .

(a)

グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.59/61



深さ 優先探索の ちょ っ と し た応用

そ の ため に ,与え られ た迷路か ら以下 の よ う に
グラ フ (の 幾何学的表現)を構成す る .

グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.60/61



深さ 優先探索の ちょ っ と し た応用

そ の ため に ,与え られ た迷路か ら以下 の よ う に
グラ フ (の 幾何学的表現)を構成す る .
(1)入口と 出口に 点を書く .

グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.60/61



深さ 優先探索の ちょ っ と し た応用

そ の ため に ,与え られ た迷路か ら以下 の よ う に
グラ フ (の 幾何学的表現)を構成す る .
(2)迷路の 中で 道が 二つ 以上に 分か れ る 分岐点
に 点を書く .

グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.60/61



深さ 優先探索の ちょ っ と し た応用

そ の ため に ,与え られ た迷路か ら以下 の よ う に
グラ フ (の 幾何学的表現)を構成す る .
(3)迷路の 中で 行き 止ま り に な っ て い る 地点に
点を書く .

(b) グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.60/61



深さ 優先探索の ちょ っ と し た応用

そ の ため に ,与え られ た迷路か ら以下 の よ う に
グラ フ (の 幾何学的表現)を構成す る .
(4)迷路の 中の 道に 添っ て , (1)∼(3) で 書い た点
ど う し を結ぶ .

グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.60/61



深さ 優先探索の ちょ っ と し た応用

実際に は ,迷路が 与え られ たと き に そ の グラ フ 表
現を書か な く て も ,迷路の 深さ 優先探索が ど の よ
う に な る か は 想像で き る で あ ろ う .

グラ フ と ネ ッ ト ワー ク (第 4 回 ) – p.61/61


	ÌÚ
	ÌÚ (Â³¤�)
	Í�¸þÌÚ
	Í�¸þÌÚ (Â³¤�)
	º¬ÉÕ¤�ÌÚ
	º¬ÉÕ¤�ÌÚ (Â³¤�)
	º¬ÉÕ¤�ÌÚ (Â³¤�)
	¥°¥é¥ÕÃµº÷
	¥¹¥¿¥Ã¥¯¤È¥�¥å¡¼
	¥¹¥¿¥Ã¥¯ (stack)
	¥�¥å¡¼ (queue)
	¿¼¤µÍ¥ÀèÃµº÷
	DFS 1¡Á5
	DFS 6¡Á9
	DFS 10¡Á22
	DFS 10¡Á22
	DFS 10¡Á22
	DFS 10¡Á11
	DFS 12
	DFS 10¡Á22
	DFS 10¡Á22
	DFS 10¡Á22
	DFS 10¡Á22
	DFS 10¡Á11
	DFS 12
	DFS 10¡Á11
	DFS 12
	DFS 10¡Á22
	DFS 10¡Á11
	DFS 12
	DFS 10¡Á22
	DFS 10¡Á22
	DFS 10¡Á11
	DFS 12
	ÉýÍ¥ÀèÃµº÷
	BFS 1¡Á6
	BFS 7¡Á9
	BFS 10¡Á22
	BFS 10¡Á22
	BFS 10¡Á22
	BFS 10¡Á11
	BFS 12
	BFS 10¡Á22
	BFS 10¡Á22
	BFS 10¡Á11
	BFS 12
	BFS 10¡Á11
	BFS 12
	BFS 10¡Á22
	BFS 10¡Á22
	BFS 10¡Á11
	BFS 12
	BFS 10¡Á22
	BFS 10¡Á22
	BFS 10¡Á22
	BFS 10¡Á11
	BFS 12
	¿¼¤µÍ¥ÀèÃµº÷¤Î¤Á¤ç¤Ã¤È¤·¤¿±þÍÑ
	¿¼¤µÍ¥ÀèÃµº÷¤Î¤Á¤ç¤Ã¤È¤·¤¿±þÍÑ
	¿¼¤µÍ¥ÀèÃµº÷¤Î¤Á¤ç¤Ã¤È¤·¤¿±þÍÑ

